
平成 23 年 12 月 13 日 

 

大さん橋 10 周年事業審査委員会審査 結果 

 

日   時: 平成 23 年 12 月 6 日（火）12:00～13:30 

場   所: 大さん橋 2 階 T5 会議室 

選定委員: 永田委員長（社団法人横浜港振興協会）・渡辺委員（横浜市港湾局） 

 大石委員（横浜高速鉄道株式会社）・星野委員（指定管理者） 

 安藤委員（指定管理者）         

応募団体: ●神奈川大学人間科学部松本ゼミナール、特定非営利団体エンジョイ・エコ・ラボラトリー 

 ●株式会社 相鉄エージェンシー 

 ●株式会社 横浜 NKB 

 

※一般投票（参考） 

●神奈川大学人間科学部松本ゼミナール、エンジョイ・エコ・ラボラトリー  132 票 

●株式会社 相鉄エージェンシー 48 票 

●株式会社 横浜 NKB 47 票 

 

審査結果 

（採用） 1 位 神奈川大学人間科学部松本ゼミナール、特定非営利団体エンジョイ・エコ・ラボラトリー 

2 位 株式会社 相鉄エージェンシー 

3 位 株式会社 横浜 NKB 

 

講  評 

 選定委員では横浜港大さん橋国際客船ターミナル 10 周年事業として、公募要項に沿って厳正な審査を

行った。どの企画も非常に魅力ある提案であったが、結果としては神奈川大学人間科学部松本ゼミナー

ル、エンジョイ・エコ・ラボラトリー共同企画の提案に決まった。特に、市民参加とワークショップの

点で評価が高く、提案の中に大さん橋を上手く取り込んでいた。また、過去のイベントの実績など安定

感が感じられた。 

 今後、指定管理者と共に更に協議し、単発事業に終わらず、再来年の鉄桟橋 120 周年事業等にも繋がる、

周辺施設一帯で盛り上がるイベントとしていってほしい。 

以上 

 

大さん橋 10 周年事業審査委員会 

横浜港大さん橋国際客船ターミナル 指定管理者：相鉄企業 株式会社 


